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からの子どもたちが宇奈月氏の １ 声 １ 声に、身体
で反応し聞き入る姿が印象的であった。
　オノマトペと言葉の交流および声、音楽など協
和音が生み出す絵本の読み合いは、子どもの育ち
に多面的な彩を添える。そのような媒介物を通し
た読み手と聴き手の相互交流は、子どもの人格形
成に大きな役割を果たすと考えられた。
（文責：越智裕子［オチ・ユウコ］聖学院大学大学
院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科博士後程 3
年）
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